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商品市況展望  

平成 25 年 4 月 7 日記 

日銀金融緩和策日銀金融緩和策日銀金融緩和策日銀金融緩和策    英紙「革命始まった」英紙「革命始まった」英紙「革命始まった」英紙「革命始まった」    FRBFRBFRBFRB 内賛否内賛否内賛否内賛否    

    

産経新聞 4 月 6 日(土)7 時 55 分配信  

日銀の黒田東彦総裁（写真：産経新聞） 

 【ワシントン＝柿内公輔】黒田東彦総裁率いる日銀が決めた大規模な金融緩和策について、海外でも反響が

広がっている。「革命」と報じたメディアがある一方で、米連邦準備制度理事会（FRB）など各国の金融当局

では政策への影響を含めて、賛否両論が交錯。「黒田ショック」が世界を走った。 

 

 「日本で金融革命が始まった」。こう１面トップ記事で掲載したのは 5 日付の英紙フィナンシャル・タイム

ズだ。「世界の中央銀行で最も慎重」とみられていた日銀が、力強い成長と物価上昇を取り戻すため、「ほかの

中銀を先導しようとしている」と指摘した。社説でも「日本の金融政策は「日本の金融政策は「日本の金融政策は「日本の金融政策は 20202020 年間失敗を重ねてきたが、黒田年間失敗を重ねてきたが、黒田年間失敗を重ねてきたが、黒田年間失敗を重ねてきたが、黒田

総裁が最初の金融政策決定会合で大変革を起こした」と高い評価を与えている。総裁が最初の金融政策決定会合で大変革を起こした」と高い評価を与えている。総裁が最初の金融政策決定会合で大変革を起こした」と高い評価を与えている。総裁が最初の金融政策決定会合で大変革を起こした」と高い評価を与えている。 

 

 米紙ニューヨーク・タイムズ（電子版）も東京の特派員発の記事で、「日銀の政策において歴史的な変革だ」

とする市場関係者の見方を紹介。4 日のニューヨーク市場では日銀の決定に驚きの声が広がったが、「2 年間

で 2％の物価目標は非現実的」（債券運用世界最大手ピムコの幹部）と危ぶむ見方もあった。 

 

 FRB の次期議長の呼び声の高いイエレン副議長は 4 日のワシントン市内の講演で、「（日銀の緩和策は）完

全に理解でき、適切だ」と全面的に支持。アトランタ地区連銀のロックハート総裁も講演で、世界の景気回復

に役立つと評価した。ただ、ダラス地区連銀のフィッシャー総裁は「日銀の緩和で、FRB も（米国債購入な

どの）量的緩和を続けるべきだと圧力を感じる必要はない」と米メディアに指摘。世界的な緩和競争にくぎを

刺し、FRB 内で受け止めが割れた形だ。 

 

 欧州では、安倍晋三政権の経済政策「アベノミクス」に批判的なドイツのショイブレ財務相が、日本は構造

改革の必要性を認識しているはずとし、「金融と経済の変革の代わりに金融政策を用いるのなら、われわれは

誤った道を進む」と懸念を表明。4 日に金利の据え置きを決めた欧州中央銀行のドラギ総裁は「全容を見極め

る」と日銀の動向を注視する姿勢を示した。 

 

 今週の相場の動きは、まさに大波乱の展開であり、この｢黒田ショック｣を受けて為替はあっこの｢黒田ショック｣を受けて為替はあっこの｢黒田ショック｣を受けて為替はあっこの｢黒田ショック｣を受けて為替はあっ
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という間にという間にという間にという間に 4444 円円円円以上以上以上以上も円安が進み、日経平均はも円安が進み、日経平均はも円安が進み、日経平均はも円安が進み、日経平均は 1,0001,0001,0001,000 円高、商品相場の大暴騰の展開であっ円高、商品相場の大暴騰の展開であっ円高、商品相場の大暴騰の展開であっ円高、商品相場の大暴騰の展開であった。

まさに｢革命が始まった｣ような状況である。 

 

 特に国内金相場は、この“日銀金融政策決定会合”の前までは 4,621 円（前日比 103 円安）

まで急落していたものが、発表後から急騰を開始して、あっという間にそこから 4,770 円まで

149 円の大暴騰。翌日には 4,869 円まで更に 99 円上げた。都合 248 円の上げである。 

 だが週末の後場は、米雇用統計の発表を控えて一転急落し、4,797 円までの下落と高値から

72 円下げた。 

しかし、その米米米米雇用統計の数字雇用統計の数字雇用統計の数字雇用統計の数字はははは、、、、非農業部門の増加が前月比非農業部門の増加が前月比非農業部門の増加が前月比非農業部門の増加が前月比 8888 万万万万 8000800080008000 人増と、人増と、人増と、人増と、9999 ヵ月ぶりヵ月ぶりヵ月ぶりヵ月ぶり

のののの 10101010 万人割れの万人割れの万人割れの万人割れの大幅悪化大幅悪化大幅悪化大幅悪化となった。市場はこれに対し、““““米国の金融緩和も継続米国の金融緩和も継続米国の金融緩和も継続米国の金融緩和も継続されるされるされるされるだろうだろうだろうだろう””””

と考え、金の夜間取引では更に 170 円高の大暴騰。高値は 4,974 円まで記録である。 

 つまりつまりつまりつまり 4444 日の安値日の安値日の安値日の安値 4,6214,6214,6214,621 円→円→円→円→4,9744,9744,9744,974 円まで、すでに円まで、すでに円まで、すでに円まで、すでに 353353353353 円の上げとなっているわけだ円の上げとなっているわけだ円の上げとなっているわけだ円の上げとなっているわけだ。 

 

 一口に 350 円と言うが、これは 1 枚＝9 万円の証拠金に付き、35 万円の値動きである。10 枚

＝90 万円なら 350 万円、100 枚＝900 万円なら 3500 万円の値動きだ。 

 もしも 4 日の安値で金を 100 枚＝900 万円買った人が居るとすれば、現時点で利食いをすれ

ば 4400 万円になって戻ってくるという話だ。（売りから入った人は、当然の如く追証攻めで、

とっくに踏まされているだろう） 

 

 まさに凄まじいとしか言い様がないわけだが、日銀総裁が白→黒に変わった事で、まるでオ日銀総裁が白→黒に変わった事で、まるでオ日銀総裁が白→黒に変わった事で、まるでオ日銀総裁が白→黒に変わった事で、まるでオ

セロゲームのように盤面は一気に変わったセロゲームのように盤面は一気に変わったセロゲームのように盤面は一気に変わったセロゲームのように盤面は一気に変わったわけである。 

 世の中というものは、どんな政策でも“儲かる人と損する人”が居るわけで、また儲けや損に

関係なくても“主義、主張に異論がある”のが常であり、マスコミは必ず賛否両論があると言う

ものだ。 

 だが少なくとも米国政府は、この｢日銀の国債買いオペ｣には大賛成だろうだが少なくとも米国政府は、この｢日銀の国債買いオペ｣には大賛成だろうだが少なくとも米国政府は、この｢日銀の国債買いオペ｣には大賛成だろうだが少なくとも米国政府は、この｢日銀の国債買いオペ｣には大賛成だろう。マスコミは日本

国債の残高を、必ず“借金”だと言って危機を煽ってきたわけで、国債買いオペに対しても｢そ

んな事をして、金利が上昇したら大変なことになる｣と言っていたわけだ。しかし今回のこの政今回のこの政今回のこの政今回のこの政

策で、長期国債の金利はまた大幅に低下した策で、長期国債の金利はまた大幅に低下した策で、長期国債の金利はまた大幅に低下した策で、長期国債の金利はまた大幅に低下した。 

 それも当たり前の話で、個人の借金とは違い、自国通貨で発行する日本国債は、政府がカネを

刷ったらチャラになるわけだ。ギリシャやジンバブエとは全く違う。日本国民にとっては、国債

は借金ではなく、債権なのである。 

 

 だがだがだがだが国債を保有している銀行は、国債が日銀の買いオペをする事で、手元に現金が積みあが国債を保有している銀行は、国債が日銀の買いオペをする事で、手元に現金が積みあが国債を保有している銀行は、国債が日銀の買いオペをする事で、手元に現金が積みあが国債を保有している銀行は、国債が日銀の買いオペをする事で、手元に現金が積みあが

ってしまう。良い投資先があればいいが、こうなると安心して買えるのは米国債などの外債ぐってしまう。良い投資先があればいいが、こうなると安心して買えるのは米国債などの外債ぐってしまう。良い投資先があればいいが、こうなると安心して買えるのは米国債などの外債ぐってしまう。良い投資先があればいいが、こうなると安心して買えるのは米国債などの外債ぐ

らいだ。アメリカにしても米国債を売りさばかなければならないから、らいだ。アメリカにしても米国債を売りさばかなければならないから、らいだ。アメリカにしても米国債を売りさばかなければならないから、らいだ。アメリカにしても米国債を売りさばかなければならないから、特に日本に買ってもら特に日本に買ってもら特に日本に買ってもら特に日本に買ってもら

いたいわけだから、いたいわけだから、いたいわけだから、いたいわけだから、結果として結果として結果として結果としてこの日銀のこの日銀のこの日銀のこの日銀の金融政策には大賛成という話になるわけだ。金融政策には大賛成という話になるわけだ。金融政策には大賛成という話になるわけだ。金融政策には大賛成という話になるわけだ。    

この買いオペの副次効果で、円安も進行するだろうが、米国内でも反対するのは自動車産業く

らいのものだろう。どうせ政府は円高になろうが、円安になろうが、TPP をやろうが、｢日本人

はアメ車がもう好きじゃないから買わない｣事くらいは知っているだろう。自動車よりも、米国

債を買ってもらいたいと思っているに違いない。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 1 日 \4,826 -6 \4,844 -5 

4 月 2 日 \4,781 -45 \4,798 -46 

4 月 3 日 \4,710 -71 \4,724 -74 

4 月 4 日 \4,757 47 \4,770 46 

4 月 5 日 \4,789 32 \4,797 27 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『完全に伸び悩みの相場となっている。まだ買いトレンドは発生

していないが、かと言って積極的に売る相場とも思えないため、しばらくは様子見である。4 月

相場で変化が出るのかどうか？』とコメントした。 

今週の相場展開は、週前半は軟調な動きとなり、4 日の｢日銀金融政策決定会合の発表｣までは

急落で、4,6214,6214,6214,621 円までの下落円までの下落円までの下落円までの下落となった。しかしここから相場は一気に反転し、あっという間にしかしここから相場は一気に反転し、あっという間にしかしここから相場は一気に反転し、あっという間にしかしここから相場は一気に反転し、あっという間に

150150150150 円ほど上げてプラス圏へ円ほど上げてプラス圏へ円ほど上げてプラス圏へ円ほど上げてプラス圏へ。翌日も高騰して高値は高値は高値は高値は 4,8694,8694,8694,869 円まで円まで円まで円まで記録記録記録記録だが、後場は米雇用統計

発表前の利食い売りなどを受け、下落。 

これだけでも凄まじい動きだったのだが、冒頭のコメントのとおり、米雇用統計の悪化を受け

て円安＆NY 金高が進んだ夜間取引では、なんと前日比 170 円高の大暴騰。結局は、4444 日の安値日の安値日の安値日の安値

4,6214,6214,6214,621 円→円→円→円→4,9744,9744,9744,974 円まで、すでに円まで、すでに円まで、すでに円まで、すでに 353353353353 円の上げとなっている円の上げとなっている円の上げとなっている円の上げとなっている。 

 

さてチャートでは、さてチャートでは、さてチャートでは、さてチャートでは、4,9794,9794,9794,979 円（円（円（円（3/213/213/213/21）→）→）→）→4,6214,6214,6214,621 円（円（円（円（4/44/44/44/4）まで）まで）まで）まで 358358358358 円の暴落を演じた相場が、円の暴落を演じた相場が、円の暴落を演じた相場が、円の暴落を演じた相場が、

黒田ショックであっという間に”往って来い“の相場となったわけである黒田ショックであっという間に”往って来い“の相場となったわけである黒田ショックであっという間に”往って来い“の相場となったわけである黒田ショックであっという間に”往って来い“の相場となったわけである。…中略…  

 

仮に仮に仮に仮に 1111 ドル＝ドル＝ドル＝ドル＝100100100100 円、ドルベース円、ドルベース円、ドルベース円、ドルベース 1600160016001600 ドルまであったと仮定した場合ドルまであったと仮定した場合ドルまであったと仮定した場合ドルまであったと仮定した場合、、、、    

1600160016001600 ドル×ドル×ドル×ドル×100100100100 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝5,1445,1445,1445,144 円（国内換算値）となる円（国内換算値）となる円（国内換算値）となる円（国内換算値）となるわけで、結果として 4 日の発表前

が絶好の買い場だった模様だ。 

 後になれば誰にでも言えるが、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \5,069 2 月 7 日 \3,886 6 月 4 日 \4,789 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \5,068 2 月 7 日 \3,940 7 月 24 日 \4,782 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \4,166 9 月 3 日 \4,784 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \4,330 11 月 6 日 \4,787 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \4,502 

12 月 25

日 

\4,792 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \\\\4,6214,6214,6214,621    4444 月月月月 4444 日日日日    \4,797 
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〇NY 金週足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 4/54/54/54/5 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 23.523.523.523.5 ドル高のドル高のドル高のドル高の 1515151575.975.975.975.9 ドルドルドルドル。米雇用統計の悪化とドル安を受け、米雇用統計の悪化とドル安を受け、米雇用統計の悪化とドル安を受け、米雇用統計の悪化とドル安を受け、

一気に買われた展開である一気に買われた展開である一気に買われた展開である一気に買われた展開である。 

ここでドル安とコメントしたが、この日のドルドルドルドル////円は円は円は円は 97.6697.6697.6697.66 円と前日比円と前日比円と前日比円と前日比 1.371.371.371.37 円の円円の円円の円円の円安であり、

それではドル高なのでは？と思う人もいるかもしれないが、ユーロユーロユーロユーロ////ドルではドルも安くなってドルではドルも安くなってドルではドルも安くなってドルではドルも安くなって

いたいたいたいたわけだ。 

 

今週は週足今週は週足今週は週足今週は週足チャートチャートチャートチャートをアップしたがをアップしたがをアップしたがをアップしたが、、、、前日までは崩れの様相を示唆しており、もしも前日までは崩れの様相を示唆しており、もしも前日までは崩れの様相を示唆しており、もしも前日までは崩れの様相を示唆しており、もしも 1520152015201520 ドドドド

ル台を割り込むようなら、ル台を割り込むようなら、ル台を割り込むようなら、ル台を割り込むようなら、1350135013501350 ドル辺りまでの下げは十分に有り得る格好だったドル辺りまでの下げは十分に有り得る格好だったドル辺りまでの下げは十分に有り得る格好だったドル辺りまでの下げは十分に有り得る格好だった。 

…中略…  

 

なおソシエテ・ジェネラルのアナリストが 2 日に発表したリポートでは、金が『バブル』の

状態にあると指摘、米経済成長の改善で当局が緩和措置を緩めるため、今後はいわゆる弱気相場

に向かうと予想していた。 

また、世界最大の金 ETF "SPDR Gold Shares"の保有残高は 3 日時点で 1206.22 トン。昨

年 12 月 7～10 日時点に過去最多（1353.35 トン）を記録して以降、長く減少傾向が続いている。 

 

これはつまり、専門家も金には弱気している中で今回の雇用統計での上げが来たわけで、東京

は円安要因が大きかったが、NY 金もプロの買い遅れが表面化して、これが一気に反対方向に動

くようなら、国内金相場のような急騰を引き起こす可能性も否定できないだろうと見る。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/24/24/24/2 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

    

4/54/54/54/5 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、このまま国内相場は新高値更新まで舞い上がる可能性が高いだろ

う。また NY 金も弱気観測だった反動が出る可能性が高く、金相場はスパイラルな上昇局面入り

した可能性が高いかもしれない。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 1 日 \4,778 -18 \4,812 -13 

4 月 2 日 \4,768 -10 \4,804 -8 

4 月 3 日 \4,703 -65 \4,762 -62 

4 月 4 日 \4,674 -29 \4,726 -16 

4 月 5 日 \4,714 40 \4,744 18 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『4,700 円台に突っ込んだ場面は拾っても面白いと思うが、

更に下げて4,700円を割り込むようなら、4,400円台までの下げも考えておいた方が良いだろう。

現状では、何らかの強烈な買い材料が出なければ、5,000 円台の回復は厳しいだろうと見る』と

コメントした。 

今週の相場展開は、4 日・5 日の動きは前日比では全然大した事は無いわけだが、実際の動き

はまさに大波乱の展開。4444 日の｢日銀金融政策決定会合｣までは前日までの弱い動きから、日の｢日銀金融政策決定会合｣までは前日までの弱い動きから、日の｢日銀金融政策決定会合｣までは前日までの弱い動きから、日の｢日銀金融政策決定会合｣までは前日までの弱い動きから、4,7004,7004,7004,700

円台を割れた事で下げに加速が付き、一時は円台を割れた事で下げに加速が付き、一時は円台を割れた事で下げに加速が付き、一時は円台を割れた事で下げに加速が付き、一時は 4,5434,5434,5434,543 円（前日比円（前日比円（前日比円（前日比 219219219219 円安）まで大暴落円安）まで大暴落円安）まで大暴落円安）まで大暴落。その後、その後、その後、その後、

そこから一気にそこから一気にそこから一気にそこから一気に 200200200200 円以上戻したわけだ円以上戻したわけだ円以上戻したわけだ円以上戻したわけだ。 

更に週末は、…中略…  

 

しかしドラマは、そこで終わらない。米雇用統計発表後の夜間取引は、金の急騰に引きずられ

てプラチナも急騰。4,8704,8704,8704,870 円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録であり、前日比で 120 円高での終了。 

結局、4,5434,5434,5434,543 円→円→円→円→4,8704,8704,8704,870 円までの上昇幅は、円までの上昇幅は、円までの上昇幅は、円までの上昇幅は、327327327327 円幅円幅円幅円幅と金と大して違わない変動となったわけ

だ。 

 

ここまでの動きになるとは、全くの想定外ここまでの動きになるとは、全くの想定外ここまでの動きになるとは、全くの想定外ここまでの動きになるとは、全くの想定外。先々週からコメントしたが、｢上値抵抗線上値抵抗線上値抵抗線上値抵抗線 5,0525,0525,0525,052

円、下値抵抗線円、下値抵抗線円、下値抵抗線円、下値抵抗線 4,7044,7044,7044,704 円のどちらに抜けるか円のどちらに抜けるか円のどちらに抜けるか円のどちらに抜けるかであり、抜く力が無いならば（新たな材料が出な

いならば）しばらくはこの 350 円幅の中でのもみ合いか｣とした動きは、4 日は一気に下抜けし、

それから今度は暴騰したわけだから。 

 

結論から先に言えば、一気に底抜けした 4,5434,5434,5434,543 円が結果的に底円が結果的に底円が結果的に底円が結果的に底。5,05,05,05,052525252 円を抜けば完全に円を抜けば完全に円を抜けば完全に円を抜けば完全に買い買い買い買い

トレンドに変化するが、米雇用統計の悪化はプラチナには弱材料でもあり、金よりは弱いだろトレンドに変化するが、米雇用統計の悪化はプラチナには弱材料でもあり、金よりは弱いだろトレンドに変化するが、米雇用統計の悪化はプラチナには弱材料でもあり、金よりは弱いだろトレンドに変化するが、米雇用統計の悪化はプラチナには弱材料でもあり、金よりは弱いだろ

うううう。5,000 円乗せまではまだ 130 円残しているが、金が急騰を続けない限り、プラチナの上昇幅

は限定的かもしれないと読む。 

 

さて、プラチナ独自の材料としては、 

…中略…  
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \5,255 2 月 7 日 \3,466 7 月 24 日 \4,714 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \5,267 2 月 7 日 \3,460 7 月 24 日 \4,720 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,718 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,723 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,236 

12 月 25

日 

\4,733 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \\\\4,5434,5434,5434,543    4444 月月月月 4444 日日日日    \4,744 

 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,744 円（プラチナ）－4,797 円（金）＝－53535353 円円円円。 

 

286286286286 円（円（円（円（2/142/142/142/14））））→－→－→－→－59595959 円（円（円（円（3/193/193/193/19）まで）まで）まで）まで詰まり、詰まり、詰まり、詰まり、夜間取引ではすでにその－夜間取引ではすでにその－夜間取引ではすでにその－夜間取引ではすでにその－59595959 円を割り込んで円を割り込んで円を割り込んで円を割り込んで

いるいるいるいる。チャート判断では、貴金属相場自体は強いかもしれないが、このサヤのマイナス幅はもっ

と拡大してゆく傾向となるだろう。 

一目見て、－－－－150150150150 円～－円～－円～－円～－190190190190 円辺りまで進む様に円辺りまで進む様に円辺りまで進む様に円辺りまで進む様に見える見える見える見えるため、戦略としてはプラチナ売り・金

買いがベターであろう。 

 

｢ロシアと南アが白ロシアと南アが白ロシアと南アが白ロシアと南アが白金族金属の輸出を調整するため、金族金属の輸出を調整するため、金族金属の輸出を調整するため、金族金属の輸出を調整するため、OPECOPECOPECOPEC のような組織の創設を計画中のような組織の創設を計画中のような組織の創設を計画中のような組織の創設を計画中｣だ

とか、｢南アでの労働争議の懸念南アでの労働争議の懸念南アでの労働争議の懸念南アでの労働争議の懸念｣だとか、｢ファンドの買いの増加ファンドの買いの増加ファンドの買いの増加ファンドの買いの増加｣であるとか、一見するとプ

ラチナには買い材料も多いわけだが、そうであるゆえに｢買いたい人は、もうすでに買っている買いたい人は、もうすでに買っている買いたい人は、もうすでに買っている買いたい人は、もうすでに買っている｣

とも言えるわけだ。 

…中略…  

 

結論として当方の相場観は、5,000 円台乗せは、まだ困難だろう。5,052 円をオーバーするよ

うなら見方も変えるが、4,900 円台後半は一度売ってみたい。金買い・プラチナ売りも有効かも。

ただし 4,543 円で底は入っている相場なので、基本は逆張りである。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

4 月 1 日 \31,070 -1640 \26,130 -40 

4 月 2 日 \30,500 -570 \25,750 -380 

4 月 3 日 \30,510 10 \25,880 130 

4 月 4 日 \30,500 -10 \26,520 640 

4 月 5 日 \30,300 -200 \26,590 70 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『米農務省報告で大暴落した相場であるが、作付面積は予想外に増加せず、

ここからは買いだろうとの判断である。懸念は、ファンドの大量買いのみ』とコメントした。 

今週の相場展開は、週前半は下落したものの、週半ばからは反騰。特に円安が大きく進んだ 4

日は、大きく上昇した。 

 

28282828日の米農務省報告を受けて日の米農務省報告を受けて日の米農務省報告を受けて日の米農務省報告を受けて暴落暴落暴落暴落した相場も、した相場も、した相場も、した相場も、4444日の後場から急反騰に転じ、安値からは日の後場から急反騰に転じ、安値からは日の後場から急反騰に転じ、安値からは日の後場から急反騰に転じ、安値からは1,0001,0001,0001,000

円超の反発である円超の反発である円超の反発である円超の反発である。下げ幅の半値以上は、戻したわけだ。 

…中略…  

 

27,79027,79027,79027,790 円（円（円（円（3/213/213/213/21））））→→→→25,69025,69025,69025,690 円（円（円（円（4/44/44/44/4））））までのまでのまでのまでの下げ幅下げ幅下げ幅下げ幅 2,1002,1002,1002,100 円円円円に対し、週末高値までの戻りは週末高値までの戻りは週末高値までの戻りは週末高値までの戻りは

1,2501,2501,2501,250 円円円円幅と幅と幅と幅と 60606060％の戻り％の戻り％の戻り％の戻り。 

チャートでは、27,000 円台に乗せて来れれば、ムードは一気に変わりそうだ。結局は、円安

が更に進むのか？シカゴは反騰出来るのか？という事になるだろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \35,400 3 月 22 日 \21,040 6 月 4 日 \30,300 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \34,400 3 月 22 日 \21,490 6 月 18 日 \30,000 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \30,090 3 月 28 日 \25,510 10 月 1 日 \28,220 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\27,970 2 月 6 日 \24,420 

11 月 14

日 

\26,370 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,170 2 月 5 日 \24,930 

12 月 21

日 

\26,340 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \27,790 3 月 21 日 \\\\25,69025,69025,69025,690    4444 月月月月 4444 日日日日    \26,590 

 

〇シカゴコーン週足 

…削除済み… 

 

週末週末週末週末 4/54/54/54/5 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、5555 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 1.001.001.001.00 セント安のセント安のセント安のセント安の 629.00629.00629.00629.00 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 5.005.005.005.00

セントセントセントセント安安安安のののの 555535.0035.0035.0035.00 セントセントセントセントだった。 
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円安なので国内換算は 370 円高の上昇であるが、シカゴ相場自体は供給逼迫感のシカゴ相場自体は供給逼迫感のシカゴ相場自体は供給逼迫感のシカゴ相場自体は供給逼迫感の後退から続後退から続後退から続後退から続

落落落落している。 

 

さて今週は週間足をアップしてみたわけだが、ここ 3 年あまりで高値高値高値高値 8888 ドル、安値ドル、安値ドル、安値ドル、安値 5555 ドルドルドルドルとい

ったところである。シカゴのチャートはあくまでも期近の推移ゆえ（今なら 5 月限）、それが 6

ドル前半まで下落している姿となっているわけだ。しかし新穀は、もうすでに新穀は、もうすでに新穀は、もうすでに新穀は、もうすでに 5555 ドル前半までドル前半までドル前半までドル前半まで

下げている下げている下げている下げている。 

東京も期近の 3 万円台～先物の 26,000 円台と逆ザヤであるわけだが、これは今年の生産高が今年の生産高が今年の生産高が今年の生産高が

例年並みになれば、需給緩和が進むだろうとの思惑例年並みになれば、需給緩和が進むだろうとの思惑例年並みになれば、需給緩和が進むだろうとの思惑例年並みになれば、需給緩和が進むだろうとの思惑が入っているためだ。ただしこれは、これ

から始まる天候相場次第の話であり、収穫までのお天気がどうなるかなど、誰にも判らないわけ

である。 

何度もコメントしているが、安値突っ込み買い方針としているのは、｢ここから更にここから更にここから更にここから更に下げて下げて下げて下げて、、、、

一体一体一体一体幾らあるの？幾らあるの？幾らあるの？幾らあるの？｣という事と、｢チャイナの汚染問題で、同国の穀物生産高は激減するんじゃチャイナの汚染問題で、同国の穀物生産高は激減するんじゃチャイナの汚染問題で、同国の穀物生産高は激減するんじゃチャイナの汚染問題で、同国の穀物生産高は激減するんじゃ

ないの？ないの？ないの？ないの？｣という期待に賭けているわけである。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/4/4/4/2222 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、25,690 円で当面の底は確認しただろう。27,000 円台に乗せて来

れれば、ムードも大きく変わると思われるが、トライに失敗するようなら、下値固めのもみ合い

が続くだろう。いずれにせよ、押し目買い方針での対処である。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 1 日 \64,500 -490 \51,750 50 

4 月 2 日 \64,850 350 \51,000 -750 

4 月 3 日 \64,850 0 \50,800 -200 

4 月 4 日 \64,950 100 \51,370 570 

4 月 5 日 \64,990 40 \51,610 240 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『週末に先物が中物くらいに暴落してくれていれば拾いたかったが、いずれ

にせよこの米農務省報告の内容で暴落するのは、ちょっと不自然だろう。今後も突っ込みを買い

狙う方針である』とコメントした。 

今週の相場展開は、断続的に下落した相場が 50,15050,15050,15050,150 円（円（円（円（4/44/44/44/4））））まで記録。しかし午後の“黒田

ショック”で一気に様変わりとなり、この日は安値から安値から安値から安値から 1,2001,2001,2001,200 円の上げ円の上げ円の上げ円の上げ。週末も 52,23052,23052,23052,230 円まで円まで円まで円まで

記録記録記録記録し、その後は米雇用統計発表前の警戒感で利食いも入って終了である。 

 

4/44/44/44/4 のののの 50,15050,15050,15050,150 円は、円は、円は、円は、2/282/282/282/28 の安値と面合わせの安値と面合わせの安値と面合わせの安値と面合わせ。そこから戻した相場は、そこから戻した相場は、そこから戻した相場は、そこから戻した相場は、52,23052,23052,23052,230 円まで円まで円まで円まで 2,0002,0002,0002,000 円円円円

以上の戻りを記録したのだから、底は入ったと見ても良かろう以上の戻りを記録したのだから、底は入ったと見ても良かろう以上の戻りを記録したのだから、底は入ったと見ても良かろう以上の戻りを記録したのだから、底は入ったと見ても良かろう。 

上値抵抗線は 53,850 円、55,450 円とあるが、あくまでも新穀・旧穀は別物とはいえ、期近は

65,000 円近くしているのだから、何らかの買い材料が出た場合には｢何らかの買い材料が出た場合には｢何らかの買い材料が出た場合には｢何らかの買い材料が出た場合には｢5,0005,0005,0005,000 円下げたのだから、円下げたのだから、円下げたのだから、円下げたのだから、

逆逆逆逆にににに 5,0005,0005,0005,000 円上げの倍返しで円上げの倍返しで円上げの倍返しで円上げの倍返しで 6666 万円まで上昇する｣事態になっても、そう不思議ではあるまい万円まで上昇する｣事態になっても、そう不思議ではあるまい万円まで上昇する｣事態になっても、そう不思議ではあるまい万円まで上昇する｣事態になっても、そう不思議ではあるまい。 

逆に 5 万円から、更に 5,000 円下げて 45,000 円というのは、円安トレンドの中ではちょっと

考えづらいのだが、さて？ 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \65,450 3 月 21 日 \41,750 6 月 4 日 \64,990 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \60,090 3 月 13 日 \44,400 6 月 18 日 \55,740 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \60,100 3 月 12 日 \47,500 

11 月 13

日 

\55,900 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \60,000 3 月 12 日 \46,920 

10 月 16

日 

\57,010 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \55,450 2 月 6 日 \48,450 1 月 9 日 \51,850 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \53,850 3 月 12 日 \\\\50,15050,15050,15050,150    4444 月月月月 4444 日日日日    \51,610 

 

〇シカゴ大豆週足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 4/54/54/54/5 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、5555 月限月限月限月限でででで 10.2510.2510.2510.25 セント安セント安セント安セント安のののの 1361136113611361.75.75.75.75 セントセントセントセント。11111111 月限では月限では月限では月限では 5.005.005.005.00 センセンセンセン

ト安ト安ト安ト安のののの 1228.001228.001228.001228.00 セントセントセントセント。 

供給逼迫感の後退で下げており、チャイナの鳥インフルエンザ発生も同国の需要減観測に繋が

っている。だが円安なので、国内換算では 660 円高と上昇見込みだ。 
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今週は週足チャートをアップしたわけだが、昨年 9 月に記録した 18 ドル寸前の価格は天井と

しても、このところは 12121212～～～～14141414 ドルというのが大体の価格帯だドルというのが大体の価格帯だドルというのが大体の価格帯だドルというのが大体の価格帯だ。 

シカゴは期近を表示しているため、現在なら 5 月限の価格。一見すると、まだ下げが始まった

ばかりで、これから 12 ドル台へ向かうとも見えるが、新穀はすでにその新穀はすでにその新穀はすでにその新穀はすでにその 12121212 ドル台前半ドル台前半ドル台前半ドル台前半。｢10101010 ドドドド

ルまで突っ込んでも、その時円安ならば、大した下げにはならないんじゃないの？ルまで突っ込んでも、その時円安ならば、大した下げにはならないんじゃないの？ルまで突っ込んでも、その時円安ならば、大した下げにはならないんじゃないの？ルまで突っ込んでも、その時円安ならば、大した下げにはならないんじゃないの？｣というのが

当方の基本的な考え方だ。 

そしてもしも、天候懸念材料が出たり、チャイナの汚染で穀物生産高が激減したりすれば、む

しろ価格下落リスクよりも、価格高騰リスクの方が出るんじゃないかしらん？と思うわけだ。 

だから、高いところは買いたくはないが、突っ込みなら買い方針というのが、当方の基本的な

考え方なのである。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/24/24/24/2 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、50,150 円で底入れとなっただろう。53,000 円台に乗せられれば、

一気にムードは変わると考えており、それまでは押し目買い方針の継続で良いだろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 1 日 252.0 -8.8 266.9 -7.1 

4 月 2 日 246.0 -6.0 261.1 -5.8 

4 月 3 日 246.1 0.1 261.7 0.6 

4 月 4 日 246.0 -0.1 258.7 -3.0 

4 月 5 日 242.0 -4.0 253.5 -5.2 

先週号においては『戻り場面はまだ売られると思われ、底入れにはまだ時間が掛かるのではあ

るまいか。在庫が積み上がっている中で、タイの単独介入だけでは効果は薄いだろう』とコメン

トした。    

今週の相場展開は、断続的に下落した相場が 252.0252.0252.0252.0（（（（4/44/44/44/4）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。そこからは日銀金融緩

和で戻りも出たが、その戻り高値は翌 5 日の 264.5264.5264.5264.5 円と円と円と円と 12.512.512.512.5 円の戻り円の戻り円の戻り円の戻りにとどまり、後場にはま

た急落に転じて、ほぼ今週の安値圏での引けとなった。 

 

黒田ショックも、全然ショックじゃなかったのが、このゴム相場である黒田ショックも、全然ショックじゃなかったのが、このゴム相場である黒田ショックも、全然ショックじゃなかったのが、このゴム相場である黒田ショックも、全然ショックじゃなかったのが、このゴム相場である。…中略…  

 

チャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、337.8337.8337.8337.8 円（円（円（円（2/62/62/62/6）→）→）→）→252.0252.0252.0252.0 円（円（円（円（4/44/44/44/4）まで）まで）まで）まで 85.885.885.885.8 円下げた相場円下げた相場円下げた相場円下げた相場であるが、それで

も道中に道中に道中に道中に 281.0281.0281.0281.0 円（円（円（円（3/43/43/43/4）→）→）→）→303.3303.3303.3303.3 円（円（円（円（3/113/113/113/11）まで）まで）まで）まで 22.322.322.322.3 円の戻りはあった円の戻りはあった円の戻りはあった円の戻りはあった。その後も、20 円ほ

どの戻りはやはり出ている。 

当方としては、目先はその当方としては、目先はその当方としては、目先はその当方としては、目先はその 20202020 円戻りを狙いたい円戻りを狙いたい円戻りを狙いたい円戻りを狙いたい。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

323.9 2 月 6 日 238.9 238.9 238.9 238.9 4444 月月月月 4444 日日日日    242.0 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

329.0 2 月 6 日 241.9 241.9 241.9 241.9 4444 月月月月 4444 日日日日    248.3 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

334.1 2 月 4 日 244.5 244.5 244.5 244.5 4444 月月月月 4444 日日日日    247.9 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 247.5 247.5 247.5 247.5 4444 月月月月 4444 日日日日    249.7 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 249.8 249.8 249.8 249.8 4444 月月月月 4444 日日日日    251.9 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 284.0 3 月 27 日 252.0 252.0 252.0 252.0 4444 月月月月 4444 日日日日    253.5 

 4 日は、全限一代安値の更新である。 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、4 月限 242.0 円～9 月限 253.5 円と 11.5 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は若干縮小であ

る。 

 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  
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国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、3/20 現在で 529 トン増の 14,802 トン。7 旬連続の増加であり、国内在

庫は増加中。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、21,000 元台での推移。なお 4 日、5 日は清明節で休場だった。清明節とは日

本におけるお盆のようなもので、墓参りをする。 

 

 結論として当方の相場観は、全限一代安値の更新の中で、252.0 円まで下落した相場であるが、

さすがにもうここからは売りたくない。底入れ確認かどうかはまだ不明だが、ここからは逆に戻

りの 20 円幅狙いの相場に切り替える。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油週足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『NY 原由の急反騰の割には、東京市場は鈍感な動きである。これが意味す

るところは何なのかを良く考え、次の一手を模索するのが良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は反落して反落して反落して反落して 92929292 ドル台へ往って来いドル台へ往って来いドル台へ往って来いドル台へ往って来い。週末は安値で 91.9191.9191.9191.91 ドルドルドルドルを記

録した。 

 

今週は週足をアップしたが、90909090 ドル前後の価格というのは、ここ数年の中ではほぼ中間地点ドル前後の価格というのは、ここ数年の中ではほぼ中間地点ドル前後の価格というのは、ここ数年の中ではほぼ中間地点ドル前後の価格というのは、ここ数年の中ではほぼ中間地点

である。高い場合は 110 ドル、安い場合は 70 ドルというのが、このところの動きだからだ。 

114.83114.83114.83114.83 ドル（ドル（ドル（ドル（2011/5/22011/5/22011/5/22011/5/2）～）～）～）～74.9574.9574.9574.95 ドル（ドル（ドル（ドル（2011/10/42011/10/42011/10/42011/10/4））））の中の動きは、徐々に三角持ち合いの頂

点に向かいつつあるような格好でもあり、いつかはどちらかに抜けるのだろうが、今のところは

材料不足の感が否めない。 

 

なおロンドンブレンロンドンブレンロンドンブレンロンドンブレントはトはトはトは…中略…  

 

また 4/24/24/24/2 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

    

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 1 日 \63,360 -220 \61,790  

4 月 2 日 \63,190 -170 \61,490 -300 

4 月 3 日 \63,590 400 \61,900 410 

4 月 4 日 \63,290 -300 \61,470 -430 

4 月 5 日 \63,100 -190 \61,430 -40 

今週の相場展開は、東京原東京原東京原東京原油油油油はははは 59,55059,55059,55059,550 円（円（円（円（4/44/44/44/4）までの安値を記録した後、黒田ショックで）までの安値を記録した後、黒田ショックで）までの安値を記録した後、黒田ショックで）までの安値を記録した後、黒田ショックで

一気に一気に一気に一気に 2,0002,0002,0002,000 円切り返し、週末は円切り返し、週末は円切り返し、週末は円切り返し、週末は 62,26062,26062,26062,260 円まで上昇円まで上昇円まで上昇円まで上昇。 

つまりは安値から安値から安値から安値から 2,7102,7102,7102,710 円の急騰円の急騰円の急騰円の急騰を演じたわけだが、週末の後場は米雇用統計の発表前で再び

軟化。一時は 60,810 円まで高値から 1,450 円も下げるなど、荒い展開である。上の価格表だけ

を見ていると、ほとんど動いていない様に感じる。 

 

週末の NY 原油は安かったが、…中略…  

 

チャートでは、66,46066,46066,46066,460 円円円円（（（（2/132/132/132/13））））→→→→59,59,59,59,818181810000 円円円円（（（（3/43/43/43/4））））までまでまでまで 6,6,6,6,656565650000 円の下落円の下落円の下落円の下落の後、の後、の後、の後、63,63,63,63,690690690690 円円円円（（（（3333/13/13/13/13））））

までまでまでまで 3,3,3,3,880880880880 円の戻り、円の戻り、円の戻り、円の戻り、今回の今回の今回の今回の下落局面では下落局面では下落局面では下落局面では 59,55059,55059,55059,550 円（円（円（円（4/44/44/44/4）と安値更新）と安値更新）と安値更新）と安値更新。そこに出た“黒田シそこに出た“黒田シそこに出た“黒田シそこに出た“黒田シ

ョック”で乱高下しョック”で乱高下しョック”で乱高下しョック”で乱高下したわけだたわけだたわけだたわけだ。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \67,320 2 月 13 日 \50,390 

11 月 12

日 

\63,100 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \66,830 2 月 12 日 \52,370 

12 月 11

日 

\62,410 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \66,690 2 月 13 日 \57,320 1 月 8 日 \62,010 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \66,460 2 月 13 日 \\\\59,57059,57059,57059,570    4444 月月月月 4444 日日日日    \61,790 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \63,690 3 月 13 日 \\\\59,80059,80059,80059,800    4444 月月月月 4444 日日日日    \61,630 

2013 年 9 月 \\\\62,37062,37062,37062,370    4444 月月月月 1111 日日日日    \\\\62,37062,37062,37062,370    4444 月月月月 1111 日日日日    \\\\59,55059,55059,55059,550    4444 月月月月 4444 日日日日    \61,430 

 4/4 の“黒田ショック黒田ショック黒田ショック黒田ショック”が出るまでの時間に、先物先物先物先物 3333 本が一代安値の更新本が一代安値の更新本が一代安値の更新本が一代安値の更新を演じている。 

  

結論として当方の相場観は、おそらく 59,550 円は底だろう。これを下抜けるようなら、売る

しかないが、今は押し目買いの相場に変化だろう。しかし 63,690 円を上抜かないと、買いトレ

ンドもまだ発生したとは言えないため、買いは買いだが、半身に構えて小玉での勝負という事に

なるか。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 1 日 \77,300 -340 \75,770 -450 

4 月 2 日 \76,260 -1040 \74,840 -930 

4 月 3 日 \75,880 -380 \74,650 -190 

4 月 4 日 \75,240 -640 \73,840 -810 

4 月 5 日 \75,790 550 \74,210 370 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『スポット相場から考えても、現在の値位置は居心地の良い水準なのだろう。

これが今後どちらに向かうか、原油相場の動向や為替の動向に注目しながら、しばらく様子見と

したい』とコメントした。 

今週の相場展開は、断続的な下落を演じた相場が、4 日には 71,85071,85071,85071,850 円円円円（前日比（前日比（前日比（前日比 2,82,82,82,800000000 円安）円安）円安）円安）

まで下落まで下落まで下落まで下落。しかしその後に出た“黒田ショック”で急反騰に転じた相場は、2,0002,0002,0002,000 円を戻して円を戻して円を戻して円を戻して

73,84073,84073,84073,840 円の引け円の引け円の引け円の引け。 

翌日も乱高下は続き、前場は急反騰の流れから 75,09075,09075,09075,090 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録し、米雇用統計への警戒感

が台頭した後場は後場は後場は後場は 72,52072,52072,52072,520 円を記録円を記録円を記録円を記録など、前日比では 370 円高であるが、上下幅は上下幅は上下幅は上下幅は 2,5702,5702,5702,570 円幅円幅円幅円幅に

及んだ。 

 なお、その後の夜間取引でも、その後の夜間取引でも、その後の夜間取引でも、その後の夜間取引でも、すでにすでにすでにすでに 1,4201,4201,4201,420 円幅の変動円幅の変動円幅の変動円幅の変動を演じている。…中略…  

 

 相場としては、今までの下値抵抗線 73,260 円を抜けて、一気に 2,800 円安した 71,85071,85071,85071,850 円は投円は投円は投円は投

げも出ただろげも出ただろげも出ただろげも出ただろうから底値と判断うから底値と判断うから底値と判断うから底値と判断。今後、76,000 円台に乗せてくるようなら、買いトレンドの発

生との判断である。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\82,380 2 月 13 日 \62,490 11 月 6 日 \75,790 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\82,250 2 月 12 日 \66,480 

12 月 10

日 

\75,760 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\82,280 2 月 13 日 \69,640 

12 月 26

日 

\75,730 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \82,250 2 月 13 日 \\\\73,07073,07073,07073,070    4444 月月月月 4444 日日日日    \75,600 

2013 年 9 月 \78,930 2 月 26 日 \79,590 3 月 12 日 \\\\72,53072,53072,53072,530    4444 月月月月 4444 日日日日    \75,060 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \76,320 3 月 29 日 \\\\71,85071,85071,85071,850    4444 月月月月 4444 日日日日    \74,210 

 

4/54/54/54/5 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

3/3/3/3/30303030 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

 結論として当方の相場観は、71,850 円は底であろうが、76,000 円台に乗せてこないと、明確

な買いトレンドは出ない。よって底は底だが、乱高下しながら次の展開を探る動きとなるだろう。

日計り主流の相場となりそう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 1 日 \72,080 -500 \75,000 -580 

4 月 2 日 \71,840 -240 \74,480 -520 

4 月 3 日 \71,940 100 \74,900 420 

4 月 4 日 \71,380 -560 \74,410 -490 

4 月 5 日 \71,400 20 \74,370 -40 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『 NY 原油高の影響で下げ止まり、反発に転じてきた相場である。だがこの

まま大きく上がってゆくのかどうかはまだ疑問があるため、しばらくはポジションを消して様子

見としたいところ』とコメントした。 

今週の相場展開は、乱高下しながら 4 日には一時 72,64072,64072,64072,640 円（前日比円（前日比円（前日比円（前日比 2,2602,2602,2602,260 円安）と急落円安）と急落円安）と急落円安）と急落。し

かし、その後の“黒田ショック”で買われた相場は、下げ幅のほとんどを回復下げ幅のほとんどを回復下げ幅のほとんどを回復下げ幅のほとんどを回復。翌日以降も乱高

下である。 

 

概ね、原油・ガソリンと同じような動きであるが、…中略…  

さてチャートでは、まだ黒田ショック前の安値黒田ショック前の安値黒田ショック前の安値黒田ショック前の安値 71,50071,50071,50071,500 円（円（円（円（3/13/13/13/1）も、戻り高値）も、戻り高値）も、戻り高値）も、戻り高値 76,87076,87076,87076,870 円（円（円（円（3/113/113/113/11））））

も抜けていないも抜けていないも抜けていないも抜けていないため、相変わらずそれがそれがそれがそれが下下下下値抵抗線値抵抗線値抵抗線値抵抗線、上値抵抗線として働いている、上値抵抗線として働いている、上値抵抗線として働いている、上値抵抗線として働いている。原油・ガ

ソリンが 4/4 で底入れと考えているため、灯油も同様だと考えてはいるものの、買いにもそんな

に食指が沸かないのが現状だ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\81,240 2 月 12 日 \62,530 11 月 6 日 \71,400 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\81,460 2 月 12 日 \64,690 

12 月 11

日 

\71,960 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\81,700 2 月 12 日 \68,040 

12 月 26

日 

\72,530 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \82,030 2 月 12 日 \71,080 3 月 1 日 \73,140 

2013 年 9 月 \76,550 2 月 26 日 \76,980 2 月 26 日 \71,500 3 月 1 日 \73,780 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \75,660 3 月 28 日 \\\\72,64072,64072,64072,640    4444 月月月月 4444 日日日日    \74,370 

 

4/54/54/54/5 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、7777…中略…  

 

3/3/3/3/30303030 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

 結論として当方の相場観は、若干押し目買い有利の展開へと変化しそうだが、ガソリンよりは

人気、出来高ともに薄いだろう。まだ積極的に仕掛ける時期ではないと見る。 

  

  



 17 

〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場週足 

…削除済み… 

 今週の為替相場は、すべて週足でのアップ。 

 

 さて“黒田ショック”が出るまでは、92929292 円台まで円高調整円台まで円高調整円台まで円高調整円台まで円高調整となっていたものが、一転して一転して一転して一転して 5555

円の円安へ円の円安へ円の円安へ円の円安へ。97.1997.1997.1997.19 円を記録円を記録円を記録円を記録であり、米雇用統計が出た週末の NY タイムでは、97.7997.7997.7997.79 円と更に円と更に円と更に円と更に

円安円安円安円安が進んでいる。 

 週足での相対力指数も 80 ポイントオーバーが続いており、84 円台を超えた辺りから相場は全

く別物の様相である。 

 

 イングランド銀行を打ち負かしたと言われるジョージ・ソロスだって、世界的な投機家のジ

ム・ロジャースだって、誰もが｢日銀には逆らわない｣を投資の鉄則としている誰もが｢日銀には逆らわない｣を投資の鉄則としている誰もが｢日銀には逆らわない｣を投資の鉄則としている誰もが｢日銀には逆らわない｣を投資の鉄則としているわけで、そこが

新たな金融政策を打ち出した事は、もう誰も逆らえないわけだ。 

 さすがに 100 円乗せには一時的にでも抵抗はあるだろうが、99 円台はまずあってもおかしく

ないのでは？ 

 

〇ユーロ/円相場週足 

…削除済み… 

127.69127.69127.69127.69 円（円（円（円（2/62/62/62/6））））→→→→118.70118.70118.70118.70 円円円円（（（（2/252/252/252/25）まで）まで）まで）までの調整後に、の調整後に、の調整後に、の調整後に、126.02126.02126.02126.02 円（円（円（円（3/123/123/123/12））））まで再び円安へ。

その後また円高となって 120 円台を割り込んでいたのもつかの間、”黒田ショック”で再び円安

となった相場は NYNYNYNY タイムですでにタイムですでにタイムですでにタイムですでに 127.24127.24127.24127.24 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録。 

欧州経済がどうのこうのではない。とにかく日銀は、デフレを解消するというのだから、｢泣

く子と地頭には勝てぬ｣という相場であろう。 

 

なお来週の主な予定は、 

…中略…  

 などとなっている。あまり重要なものはなさそうだ。 

 

〇ユーロ/ドル相場週足 

…削除済み… 

 

 グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態。逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ

ている状態を示すている状態を示すている状態を示すている状態を示す。 

 このところはちょっとドル高が進んだ＝ドル建て金価格は下落する、という事だったわけだが、

週末の米雇用統計の発表後は 1.30 ドル台までドル安となっている。 

 これが 1.40 とかなってゆくようなら、金は 1800 ドルに上昇するのだろう。逆に 1.20 ドルと

かまでドル高になるのなら、金は 1300 ドルくらいまで下がるのだろう。そういうものだ。 
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 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


